
 

 

 
                           

 
 

 
 

太
田
道
灌
を
大
河
ド
ラ
マ
に
挑
戦
し
て
今
年
で
11
年
目
と
な
り
ま
す
。
署
名
目

標
30
万
筆
を
昨
年
11
月
に
達
成
し
て
、
今
な
お
署
名
は
全
国
か
ら
毎
日
届
い
て
い

ま
す
。
如
何
に
、
道
灌
の
顕
彰
を
国
民
が
期
待
し
て
い
る
か
を
示
す
も
の
で
す
。
現

在
の
署
名
数
は
、
30
万
７
７
８
３
筆
と
前
進
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
ご
協
力
者
に

「
猛
暑
の
中
の
ご
奮
闘
に
感
謝
し
ま
す
。
さ
て
、
今
年
の
第
23
回
太
田
道
灌
の
集

い
は
、
先
号
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
大
河
ド
ラ
マ
へ
の
挑
戦
を
さ
ら

に
大
き
く
広
げ
る
た
め
に
、
道
灌
関
係
の
各
地
で
こ
の
道
灌
文
化
の
顕
彰
の
交
流
を

主
と
し
て
行
う
集
い
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
」
な
お
市
民
主
体
の
「
第
23
回
道
灌
の

集
い
」
で
す
が
伊
勢
原
市
と
市
民
協
働
事
業
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
度
、
お
願

い
し
て
い
る
団
体
と
自
治
体
は
、
＊
東
京
の
道
灌
び
い
き
の
会
の
活
動
。
＊
東
京
の

荒
川
区
の
日
暮
里
道
灌
ま
つ
り
。
＊
埼
玉
県
越
生
町
に
新
道
灌
像
建
立
活
動
。
＊
静

岡
県
熱
川
温
泉
石
曳
き
祭
り
の
活
動
等
に
つ
い
て
要
請
中
で
す
。
式
典
の
ほ
か
、
伊

勢
原
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
が
歌
、
踊
り
甲
冑
隊
な
ど
の
演
舞
で
盛
り
上
げ
る

予
定
で
す
。
市
民
は
、
「
市
民
独
自
で
23
回
も
道
灌
の
集
い
と
は
熱
心
で
す
ね
ー
」 

と
い
っ
て
参
加
を
表
明
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 
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暦
の
上
で
は
９
月
で
す
が
暑
さ
続
き
ま
す
。 

熱
中
症
な
ど
気
を
付
け
て
活
動
し
ま
し
ょ
う 

 
猛
暑
の
毎
日
で
す
が
、
少
し
づ
つ
秋
は
訪
れ
て
き
て
い
ま
す
。
暑
さ
対
策
に
気
を
付
け

て
署
名
等
お
願
い
し
ま
す
。
現
在
署
名
は
30
万
７
７
８
３
筆
に
前
進
、
署
名
の
力
で
大

河
ド
ラ
マ
を
！
の
熱
気
は
暑
さ
を
は
ね
と
ば
し
て
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
第
６
回

Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
制
作
局)
へ
の
陳
情
を
要
請
中
で
す
。
第
23
回
道
灌
の
集
い
・
11
月
10
日
迄
に

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
温
か
い
回
答
を
要
請
し
た
い
も
の
で
す
。
第
5
回
陳
情
の
際
に
当
時
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
専
務
さ
ん
は
「
制
作
局
に
ま
か
せ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
署
名
目
標
30
万
筆

達
成
の
大
き
な
力
で
誠
意
と
好
意
の
あ
る
回
答
を
次
回
必
ず
お
願
い
し
た
い
と
切
望
し

ま
す
。
11
月
10
日
の
道
灌
の
集
い
に
は
道
灌
関
連
自
治
体
・
団
体
・
フ
ア
ン
の
方
々
の
ご

参
加
を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
運
動
に
は
資
金
が
必
要
で
す
。 

募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

２
０
２
４
年
９
月
１
日 

「
太
田
道
灌
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
！
」 
推
進
実
行
委
員
会 
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11
月
10
日
に
第
23
回
太
田
道
灌
の
集
い
盛
大
に
開
催
へ 

「
道
灌
文
化
の
各
地
の
顕
彰
行
事
の
交
流
」
の
集
い
と
し
て 

～
現
在
の
署
名
数
は
30
万
７
７
８
３
筆
と
前
進
で
す
～ 
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感
謝
！
各
地
の
署
名
奮
闘
レ
ポ
ー
ト 

署
名
は
全
国
各
地
か
ら
5
筆
、
10
筆
と
あ
り
が
た
く
送
ら
れ

て
き
ま
す
。
主
な
例
は
、 

▼
埼
玉
・
越
生
町
の
戸
口
訓
男
さ
ん
か
ら
７
月
に
１
０
７
３
筆
受

け
取
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
合
計
３
１
７
７
４
筆
と
な
り
ま
す
。
町

内
に
13
カ
所
の
署
名
所
を
設
置
し
て
の
奮
闘
で
す
。
感
謝
！  

▼
観
ボ
ラ
の
山
本
さ
ん
は
２
１
６
筆
。
県
外
か
ら
署
名
を
た
く
さ

ん
頂
戴
し
て
い
ま
す
。 

▼
伊
勢
原
手
作
り
甲
冑
隊
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
署
名
を
と
奮
闘
中
。
６
月
15
日
長
野
・茅
野
市
、
上
田
市

バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
参
加
者
に
要
請
し
て
集
約
し
ま
し
た
。 

▼
神
奈
川
県
議
渡
辺
紀
之
さ
ん
は
７
月
初
旬
バ
ス
5
台
で
山
梨

ツ
ア
ー
を
実
施
、
こ
の
時
署
名
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
ま
し
た
。 

▼
伊
勢
原
市
内
の
自
修
館
中
等
教
育
学
校
で
は
署
名
に
協
力
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
７
月
中
旬
、
三
上
が
一
年
生
の
課
外
講
座

に
参
加
し
て
「
大
河
ド
ラ
マ
と
道
灌
」
に
つ
い
て
話
し
た
際
に
署

名
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

▼
い
せ
は
ら
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座
14
期
生
の
開
講
式
で
署
名

を
集
約
し
ま
し
た
。 

第 22回道灌の集い風景 



 

 

        

 

   

 

 

伊
勢
原
に
歴
史
資
料
館
を
！
道
灌
像
を
！
の
運
動
報
告 

署
名
３
５
８
１
筆
提
出
、
伊
勢
原
市
長
と
3
回
も
懇
談 

伊
勢
原
市
に
歴
史
資
料
館
・
博
物
館
を
、
大
山
IC
地
区
計
画
内
に
道
灌
像
を
作
る
推
進
委
員
会
（
世
話
人
三

上
利
栄
）
で
は
昨
年
の
９
月
以
来
「
歴
史
・
文
化
の
名
が
泣
く
」
と
重
視
し
て
こ
の
運
動
を
展
開
し
て
、
市
議

会
で
決
議
し
、
伊
勢
原
市
長
と
3
回
懇
談
し
、
署
名
を
会
う
た
び
に
提
出
し
３
５
８
１
筆
に
（
現
在
は
４
０
０

２
筆
）
。
市
長
は
「
検
討
し
た
が
財
政
上
の
こ
と
も
あ
り
構
想
・
計
画
は
未
だ
」
の
回
答
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
「
博
物
館
、
市
長
の
や
る
気
を
待
っ
て
い
る
」(

川
柳) 

S
en

n
ry

u
u
 
 

い
せ
は
ら
観
ボ
ラ
等
の
活
動
～
道
灌
関
連 

＊
9
月
6
日
～
鎌
倉
の
英
勝
寺
と
周
辺
散
策
～
道
灌
ゆ
か
り
の
英
勝
寺
と
道
灌
の
墓
を
中
心
に
史
跡
、
旧
跡
を

回
り
ま
す
。
集
合
は
鎌
倉
駅
西
口
時
計
台
広
場
9
時
30
分
（
グ
リ
ー
ン
帽
子
）
。
雨
40
％
以
上
の
時
は
中
止
で

す
。 

＊
9
月
12
日
～
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座
と
し
て
8
時
50
分
伊
勢
原
駅
北
口
集
合
し
、
上
粕
屋
の
道
灌
関
連
の
地

を
ウ
ォ
ー
ク
し
学
び
ま
す
。 

＊
い
せ
は
ら
市
民
大
学
で
は
道
灌
の
非
業
の
地
を
歩
く
～
12
月
14
日
9
時
30
分
伊
勢
原
駅
集
合
し
、
道
灌
の
非

業
地
・
上
杉
館
の
一
周
（
健
脚
組
）
と
道
灌
墓
の
あ
る
洞
昌
院
周
辺
を
ウ
ォ
ー
ク
（
健
脚
組
で
な
い
人
）
。
ガ
イ
ド
は

観
ボ
ラ
役
員
で
す
。 

 
第
57
回
伊
勢
原
道
灌
ま
つ
り
は
10
月
５
、
６
日 

 

テ
ン
ト
の
中
で
署
名
活
動
を
展
開
し
ま
す 

 

毎
年
30
万
人
が
参
加
す
る
伊
勢
原
道
灌
ま
つ
り
が
い
よ
い
よ
実
施
さ

れ
ま
す
。
伊
勢
原
駅
周
辺
を
中
心
に
賑
や
か
に
開
催
で
す
。
今
年
の
道
灌

役
は
元
純
烈
の
小
田
井
さ
ん
と
政
子
役
は
り
り
子
さ
ん
。
観
ボ
ラ
で
は
、

2
日
間
、
大
勢
参
加
し
て
お
祭
り
広
場
の
テ
ン
ト
の
中
で
署
名
活
動
を
行

い
ま
す
。
短
時
間
で
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

こ
の
秋
各
地
の
主
な
道
灌
祭
り
の
予
定
は 

・
埼
玉
・
川
越
祭
り
は
10
月
19
、
20
日 

・
東
京
荒
川
区
日
暮
里
道
灌
祭
り
は
11
月
11
日
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

か
つ
て
太
田
道
灌
の
「顕
彰
会
」会
長
は
河
野
一
郎
さ
ん 

？ 
 

道
灌
研
究
家
・
成
城
大
学
大
学
院
生
の
Ｈ
さ
ん
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、
い
ま
、
継
続
し

て
い
る
太
田
道
灌
「
顕
彰
会
」
の
初
代
会
長
は
か
の
有
名
な
河
野
一
郎
さ
ん
（
元
農
林
・
建

設
大
臣
、
河
野
派
の
ボ
ス
）
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
、
話
題
で
す
。 

ご
承
知
の
方
も
お
ら
れ
る
事
で
す
が
、
こ
の
河
野
一
郎
さ
ん
は
こ
の
伊
勢
原
市
地
区
が

衆
議
院
選
挙
区
で
し
た
。
河
野
洋
平
さ
ん
（
元
外
務
大
臣
・
衆
院
議
長
）
の
父
親
、
河
野
太

郎
さ
ん
（
元
外
務
大
臣
・
現
デ
ジ
タ
ル
大
臣
）
の
祖
父
に
あ
た
る
方
で
す
。
「
縁
は
異
な
も
の

味
な
も
の
」
詳
細
は
お
っ
て
。 

伊
勢
原
市
の
市
長
選
は
9
月
22
日
投
票 

前
市
議
、
は
ぎ
わ
ら
鉄
也
氏
と
要
求
で
懇
談 

現
市
長
髙
山
松
太
郎
氏
は
勇
退
し
、
9
月
15
日
告
示
、
22
日
投
票
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
現
状
で
は
2
名
の
方

の
決
戦
の
様
相
で
す
。
い
せ
は
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＆
ウ
ォ
ー
ク
協
会
で
は
、
7
月
15
日
、
大
河
ド
ラ
マ
・
道
灌
の

集
い
・
資
料
館
・
道
灌
像
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
前
市
議
は
ぎ
わ
ら
鉄
也
氏
と
面
談
し
て
「
前
向
き
に
」
と
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。 

第 56回道灌祭り 

お祭り広場で署名活動 

第 56回道灌祭り 

甲冑隊の演技 

道
灌
放
映 

9
月
28
日
21
時 

BS
・
11
に
て 

 「
偉
人
・
敗
北
（
失
敗
）
か
ら
の
教
訓
」
と
い
う 

番
組
で
す
。
太
田
資
暁
さ
ん
が
取
材
さ
れ 

て
お
り
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

２ 

太
田
道
灌
公
の
５
４
０
回
忌
の 

記
念
誌
発
行
情
報 

２
０
２
６
年
は
道
灌
没
し
て
５
４
０
年
、 

記
念
に
道
灌
顕
彰
会
で
は
記
念
誌
を
発
行 

し
ま
す
。
２
０
２
６
年
秋
発
行
の
予
定
と
か
。 

道
灌
を
ぜ
ひ
大
河
ド
ラ
マ
に
！ 

と 


